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例 会 

 

 

 

会長報告（今村浩昭君） 

皆さま、こんにちは。本日の卓話者は、熊本県ユニ

セフ協会 事務局長の世良貴久子様です。今月の月間テ

ーマ「基本的教育と識字率向上」に合ったお話をして

いただけるとのことで、大変楽しみにしております。

後ほどよろしくお願いいたします。 

ます、先日行われました熊本第 4 グループ会長・幹

事会の報告です。10/19（木）「熊本第 4 グループ IM（イ

ンターシティミーテング）」が開催されます。こちらは

特に 3 年未満の会員にはご参加いただき、熊本第 4 グ

ループの他クラブ会員とのよい交流の場になればと思

います。 

さて、先週に引き続き神武天皇のお話です。日本神

話の「東征」において、八咫烏（やたがらす）は瀬戸

内海から近畿に進もうとした神武天皇の道案内を務め

たとされています。神武天皇は当初、西から大阪に攻

１０/７  職業奉仕研修セミナー 

      ＠熊本県民交流館パレア 

１０/７-８ 地区 RA第 33 回年次大会 

      ＠やつしろハーモニーホール 

１０/１６ 観月会＠ホテル日航熊本 

１０/１９ 熊本第 4 グループ IM 

      ＠ホテル日航熊本 

１０/２２ 職業奉仕・社会奉仕・国際奉

仕合同フォーラム＠大分  

１０/２８ 地区会員増強部門・新進気鋭

会員セミナー＠熊本学園大学 

第８回例会記録（通算第 2739 回）  

平成 29（2017）年９月１１日 

斉唱 国家 君が代 

ロータリーソング 「われらの生業」 

 

来訪者紹介 

世良貴久子様 

（熊本県ユニセフ協会 事務局長） 

 

 

www.kumamoto-southrc.org 

 

熊本県ユニセフ協会 事務局長 世良貴久子様、卓話をありがとうございました！ 

め入って敗れたため、太陽神である天照大神の子孫

である自分たちは西から東へ日に向かうのではな

く、東から西へ日を背にして攻め入るべきだと考え

ました。そこで八咫烏の案内により、紀伊半島を大

きく迂回して現在の新宮付近から攻め入ることに

し、その後、吉野を経て橿原に行き大和朝廷を開い

たとされています。一般的に三本足のカラスとして

知られ古くよりその姿絵が伝わっています。 

現代では、八咫烏は主に日本サッカー協会のシンボ

ルマークおよび日本代表エンブレムの意匠として

用いられている事でも知られています。 

 

 

 

例会変更のお知らせ 

○05福祉 RC～合同例会のため日程変更 

 

mailto:info@kumamoto-southrc.org
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定例理事会報告（今村浩昭君） 

1.吉本裕名会員の退会について  

⇒8/31付退会が承認されました。 

2.10/16（月）観月会例会について及び8/7暑気払い、8/21

新入会員歓迎会収支報告 

⇒観月会は夜例会に振替。会費7,000円のうち3,000円をク

ラブ負担とすることが承認されました。 

3.青少年奉仕委員会事業について ⇒ 

①ヒロ・デザイン専門学校 デザイン画コンテスト 熊本南 RC

賞（10,000円）が承認されました。 

②熊本県水球大会 11/3（祝）アクアドームにて開催すること

が承認されました。（予算は未定） 

4.地区大会コ・ホストについて ⇒ 承認されました。（堀川貴

史会員を副委員長として推薦） 

5.10/19熊本第4グループ IMについて 

⇒全員登録（1,000円）とすることが承認されました。 

6.60周年実行委員会より報告 

⇒9/4実行委員会を開催。9/12予算の打合せ予定。 

7.R 情報委員会より報告 ⇒8/28勉強会は大盛況で終了。

次回は日時未定だが年内中に開催予定。 

 

出席報告（金井昌道君）                   

会員数 出席数 出席率 
前々回 

修正出席率 

６４名 ４１名 67.13％   ８３.８７％ 

出席規定適用免除者 4名 欠席記録免除者 1名 

名誉会員 ０名（会員数には含まれません） 

 

例会変更のお知らせ 

○05福祉 RC～清掃活動のため時間場所変更 

[変更前] 9月26日（火）12：30～ 

[変更後] 9月26日（火）6：30～ 

[場  所] 県民総合運動公園 

○水前寺公園 RC～親睦会のため場所変更 

[日  程] 9月27日（水）12：30～ 

[場  所] 日本料理 泉里 

○平成 RC～親睦会のため時間場所変更 

[変更前] 9月27日（水）18：30～ 

[変更後] 9月27日（水）19：00～ 

[場  所] 市内中心部 

○中央 RC～合同例会のため日程変更 

[変更前] 9月29日（金）12：30～ 

[変更後] 9月28日（木）12：30～ 

○菊南 RC～定款に基づき休会 

[日  程] 10月11日（水）12：30～ 

 

 

幹事報告（森本康文君） 

1.大分南 RC より「創立40周年記念式典及び祝賀会」のご案

内が届いております。 

2.例会終了後「定例理事会」を開催いたします。関係各位は

ご参加をお願いいたします。 

3.来週（9/8）例会は祝日のため休会です。次回は9/25（月）

となります。ご注意ください。 

4.9/14（木）は事務局員休暇のため終日不在します。ご迷惑

をお掛けします。よろしくお願いいたします。 

 

新入会員自己紹介 3回目（野間和子君） 

  

 

 

 

 

皆さま、こんにちは。3回目の自己紹介です。先日新

聞に、熊本市も出生数より死亡数が上回るという記事が

掲載されておりました。いよいよ少子高齢化が現実のも

のとなっています。このような状況の中で生き残ってい

くためには、女性や高齢者の活躍が重要だと言われます。

当社も女性の活躍を推進しておりまして、お陰さまで平

成28年度「女性が輝く先進企業表彰」で、「内閣総理大

臣表彰」を受賞いたしました。皆さまの会社でも女性活

躍の推進等でお役に立つことがございましたら、是非お

気軽にお声掛けいただければと思います。今後ともよろ

しくお願い申し上げます。 

 

地区 RLYA 委員会報告（高宮 宏君・三角雄介君） 

 

 

 

 

 

皆さま、こんにちは。9/9～10に阿蘇 YMCA にて開催さ

れました、「2017-18年度 RYLA セミナー」に三角雄介会

員と参加して参りました。「RYLA（ライラ）」という言葉

に馴染みのない方も多いかと思いますが、Rotary Youth 

Leadership Awards の頭文字を取っており、いわゆる青

少年の指導者育成プログラムです。今回、杉光定則会員

の RKK プランニング様より1名ご参加いただきました。

有意義なセミナーと思いますので、来年開催される場合

は是非会社の若手社員にご参加いただければと思いま

す。 
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委員会報告 

●親睦活動委員会（桑原幸雄君） 

  

  

 

 

 

皆さま、こんにちは。今年度第1回親睦ゴルフコン

ペ開催のご案内です。今回、熊本中央 RC「第9回チャ

リティコンペ」にご一緒させていただくこととなりま

した。多数のご参加をお待ちしております。 

（詳細は下記のとおり） 

【日 時】2017年10月27日（金）8：00～ 

【場 所】阿蘇高遊原カントリークラブ 

【費 用】プレー代（キャディ付）9,500円 

         （セルフ）  7,500円 

     参加費        3,000円 

【ルール】ダブルペリア方式 

 

●雑誌委員会（向臺行雄君） 

 

 

 

 

 

 皆さま、こんにちは。雑誌委員会委員長の向臺で

ございます。今月のロータリーの友のご紹介をさせ

ていただきます。今月は「基本的教育と識字率向上月

間」となります。先ずは、横書きの P.3 をご覧くださ

い。RI 会長メッセージが掲載されております。「誰も

が楽しめるトロント」ということで、2018 年ロータリ

ー国際大会がトロントで開催されることについて掲

載されております。トロントは 280万人の人口のうち

半分が他国の出身者で 140カ国以上の言語が話され、

どんなに忙しい人でも人助けをしてくれる土地柄と

のことです。そのトロントの紹介が P.20～P.31 にか

けて掲載されておりますので、後ほどご確認願いま

す。続いて前後しますが、P.8 をお願いいたします。

P.8～9 にロータリー雑誌の仲間たちとして、31 の地

域雑誌が紹介されております。そして、P.10～ロー

タリーの友について掲載されております。Q1 で創刊

は 1953 年 1 月、Q2 で名付け親は「主婦の友」からヒ

ントだそうです。Q3 で横書き縦書きの理由、当初は

横書きだけでしたが、俳壇・歌壇は横書き入れない

から、Q4 で横組みと縦組みの記事の違い、横は RI か

らの情報・ロータリー月間の特集等です。Q5 で表紙

について、Q6で発行部数、Q7で RI指定記事について、

Q9、10 もありますので確認されておいて下さい。

P.12に表紙が変わりましたとのことです。8月号以降

は両表紙ともイラストに変更されております。続い

て P.13～P.19 にかけて、特集「ようこそ日本へ（在

住者支援編）」の記載があります。P.14～P.15 では、

能代 RC の「共に日本に暮らす仲間として」にて、「の

しろ日本語学習会」へロータリー財団の地区活動資金

を利用して支援しているそうです。P.16～P.17 は広

島西南 RC での「ひろしま日本語教室を支援」をされ

ているそうです。P.18～P.19 で、秦野 RC の「多文化

共生を支える」が紹介されております。上智大学短期

大学部が行う日本語教室とポルトガル教室への支援

団体だそうです。P.34～P.35 に九州北部豪雨へのロ

ータリークラブからの支援に関する記事があります。

P.34は日田中央 RC、P.35は日田 RCです。P.36～P.39

には東日本大震災への支援のための「ロータリー希望

の風奨学金」の記事が紹介されております。P.36 下段

には概要が、P.37下段の資料2には給付奨学生の状況

が、P.38上段資料3には活動実績と予測が、下段資料

4 には我が 2720 地区は 3167 万円支援したとの記載が

あります。P.42～P.43 にはロータリー米山記念奨学

事業の基礎知識「寄付金・財政編」が掲載されており

ますので後ほどご確認願います。 P.48 の New 

Generation として、上段に 2016-17 第 2720 地区ロ

ーターアクト代表 別府 RACの吉野様の記事が掲載さ

れております。そして、P.50 に RI 指定記事、ロータ

リー財団管理委員長の思いとして「歴史へのカウント

ダウン」の題にて、ポール A ネツェルさんのポリオ撲

滅活動の思いが掲載されております。 

続いて、縦書きに移ります。P.9～P.12 に東京中央

新 RC が紹介されております。49 名の会員中男性は 9

名だけだそうです。 

報告は以上です。ありがとうございました。 

 

●スマイルボックス（山下洋一郎君） 

○今村浩昭君・森本康文君・杉光定則君 

 本日の卓話者 世良様のご来訪を心から歓迎いたしま

す。卓話を大変楽しみにしております。 

○高宮 宏君・古財良一君・阪田英治君・河津延雄君  

 ユニセフの世良代表のご来訪並びに卓話を大変楽し

みにしております。今後のご活躍を祈念いたします。 

○寿崎 肇君 

 9 月 9 日、別府 RC 65 周年記念式典に出席いたしまし

た。国際奉仕に極めて素晴らしいものでした。また、

会員の男性合唱隊、女性合唱隊の合唱も楽しかったで

す。記念講演はスリランカの提唱クラブの方で、立命

館アジア太平洋大学の学長もされた方でした。新鮮な

感じで勉強になりました。 
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○田川憲生君 

 9/18（月）19：30 より NHK 総合テレビで葛飾北斎の「眩

くらら」のドラマがあります。私の娘婿の稲本響が音

楽を担当します。お暇でしたらご覧いただければ幸い

です。世良さんの卓話楽しみにしています。 

○馬場大介君 

 先週末に家族で東京に行きました。その際、4 年前に

台北大同扶輪社との短期青少年交換留学事業でお預

かりした ANNA さんと食事ができました。現在東京で

パティシエになるため勉強中で日本語もかなり上手

になっていました。素晴らしい出会いをつくってもら

ったロータリーに感謝のスマイルです。 

○藤見泰之君 

 本日は所用のため早退いたします。お詫びのスマイル

です。 

 

●外部卓話（杉光定則君） 

「21世紀に生きる子供たちへ」               

世良貴久子様（熊本県ユニセフ協会 事務局長） 

 

 

 

 

 

今から 25 年前の 1992 年 7 月 26 日一人一人の力は

小さくても次世代を担う世界の子どもたちのために

支援の輪を広げていきたいという願いを込めて熊本

県ユニセフ協会は「日本ユニセフ協会熊本友の会」と

して発足しました。設立総会では永野光也会長が「常

に世界の子どもたちを視野に置き、熊本から国際協力

の輪を広げていきたい」とあいさつ、熊本での草の根

運動がスタートしました。当時の「世界子供白書」を

見ますと識字率 30 パーセント、40 パーセントの国々

が目に入り、特にアフリカの国々は識字率が低く、小

学校を卒業できない多くの子供たち（特に女の子ども

たち）の存在を知り大変な驚きでした。熊本友の会は

1990 年「アフリカのこどもの日」がアフリカ統一機構

で定められた直後でしたので私たちは早速「アフリ

カ」をメインにした活動を取り入れました。また 1989

年国連で「子どもの権利条約」が制定されユニセフは

活動の基本を子どもの権利条約に置き今日まで活動

を続けてきました。世界の全ての子どもたちに子ども

の権利が反映されるように国連、国、地域事務所、民

間が日々協力しております。2000 年～2015 年には国

連でミレニアム開発目標を掲げ、開発途上国を中心に

貧困の撲滅、初等教育、5 歳未満児の死亡率を下げる

等 8つの項目が掲げられ多くの成果が上げられました。

2013 年からポストミレニアム開発目標が国連を中心

に議論され 2016年から SDGsとして持続可能な開発目

標が掲げられ全世界が協力して取り組まなければな

らない 17 の項目が掲げられています。世界は多様な

価値観を持った人々で構成されていますが人権の視

点を持った判断力のある人間の育成が今後より大切

と思えます。またテクノロジ―の急速な発達の中、地

球温暖化はすでに止めることができない危険水域に

入ろうとしています。21 世紀を生きる子どもたちのた

めに教育は勿論のこと、さらに私たちは持続可能な開

発を全世界の人々が英知を持って協力して行ってい

かなければ、地球というプラネットの存続も危ぶまれ

る状況に陥ろうとしていることを私たちは知らなけ

ればならないと思います。私たちの子ども、孫たちの

ために・・・。  

 

 

 

 

 

【例会予定】 

10/2  米山奨学生卓話 翁力棟君 

10/9  祝日のため休会 

10/16 観月会 

10/23 外部卓話 川上清太様・吉本祐之様 

（新水前寺にぎわせ隊） 

10/30 新入会員卓話 斉藤 淳君 

 

9/7（木）熊本南ローターアクト例会より 


